
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

國
際
學
界
動
向

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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東
方

與
生
命
哲
學
國
際
學

討
會

二

ノ

宮

聰

二
〇
一
八
年
八

十
一
、
十
二
日
に
北
京
大
學
に
お
い
て
「
二

〇
一
八
國
際
東
亞
人

論
壇
｜
東
方

與
生
命
哲
學
國
際
學

討
會
｜
」
が
北
京
大
學
宗
敎

究
院
の

催
で
開
催
さ
れ

た
。
本
學
會
は
以

に
本
誌
（
一
一
七
號
、
一
一
九
號
）
で
紹
介

し
た
學
會
の
第
九
回
目
と
な
る
。

本
學
會
は
も
と
も
と

敎
を

じ
て
、
中
國
・
日
本
・
韓
國
を

中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
地
域
に

底
す
る

を

討
し
、
さ
ら

に
日
本
の
神

や
韓
國
の
仙

と
い
う
各
地
域
の
獨
自

と
の

結
び
つ
き
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の

・
思

想

共

性
を
發
見
す
る
、
と
い
う
趣
旨
の
も
と
始
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
討
論
を
數
年
に
わ
た
り
續
け
た
後
、

年
は
大
會
ご
と

に

題
を
決
め
、
よ
り
廣
い

點
か
ら
多
角

議
論
を
試
み
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の

果
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
は
『
東
方

與

生
』、
一
六
年
は
『
東
方

與
醫

』、
一
八
年
は
『
東
方

與
心
靈
健
康
』
と
し
て
、
二
年
ご
と
に
大
會
の
發
表
を
收

し

た
論

集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
の

題
は
二
〇
一
七
年
に
續
き
「
生
命
哲
學
」
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
生
命
」
と
は
生
き
物
の
「
命
」
と
い
う

限
定
し
た

味
で
は
な
く
、
人

の
生
命
活
動
の
ほ
か
に
不
老
長

生
や
昇
仙
の
た
め
の
修

、
さ
ら
に
は

丹

、
ま
た
魂
魄

な
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ど
宗
敎

思
想
や
修

方
法
な
ど

々
な

味
を
持
つ
。
そ
の
た

め
參
加

の
多
く
は

敎

究

で
あ
る
が
、
倫
理
學
や
心
理
學

の
發
表
も
見
ら
れ
た
。
參
加

は
日
中
韓
の

究

だ
け
で
な
く
、

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
大
學
のT

erry
F
K
leem

a
n

敎
授
も
二

〇
一
七
年
に
續
き
、
二
年
續
け
て
參
加
さ
れ
た
。
以
下
、
發
表

と
發
表

容
を

で
は
あ
る
が
紹
介
す
る
。

八

十
一
日

午

（
開
會
式
）

に
本
學
會

催

で
あ
る
金
勳
敎
授
（
北
京
大
學
宗
敎

究
院
副
院
長
）
に
よ
る
開
會
の
辭
が

べ
ら
れ
、
續
け
て
李

光
富
氏
（
中
國

敎
協
會
會
長
）、
樓
宇
烈
氏
（
北
京
大
學
宗
敎

究
院
名
譽
院
長
）、
蜂
屋

夫
氏
（
東
京
大
學
名
譽
敎
授
）、

T
err

F
K
leem

a
n

氏
（
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
學
敎
授
）、
姜
敦
求
氏

（
韓
國
學
中
央

究
院
敎
授
）
の
四
名
に
よ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
開

會
式
に
續
き
基

演
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
發
表

と
題
目
を

記
す
。

（
基

演
）

司
會

王
宗
昱
（
北
京
大
學
敎
授
）

・
樓
宇
烈
（
北
京
大
學
宗
敎

究
院
名
譽
院
長
）：

東
方

與
生
命
哲
學

・
蜂
屋

夫
（
東
京
大
學
名
譽
敎
授
）：

『
老
子
』
河
上
公

生

命
哲
學

・T
erry

F
K
leem

a
n

（
コ
ロ
ラ
ド
大
學
敎
授
）：

張
天
師
與

代

天
師

・
徐
永
大
（
仁
荷
大
學
名
譽
敎
授
）：

古
代
韓
國
人

生
命
誕
生

基

演
に
續
き

究
發
表
が
行
わ
れ
た
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
四
名

の
發
表

が
20
分
の
發
表
を
お
こ
な
い
、
發
表
後
に
司
會

の
レ

ビ
ュ
ー
と
質
疑
應
答
が
行
わ
れ
る
。

午
後

第
一
部
（

究
發
表
）

司
會

尹

福
（
韓
國
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
宗
敎

究
院
院
長
）・
霍
克
功

（
宗
敎

出
版
社

集
部

任
）

・

石
窓
（
四
川
大
學
敎
授
）：

論
「
谷
神
妙
用
」
｜
老
子
『

德

經
』
第
六

解
讀

・

山
直
樹
（
千
葉
大
學
敎
授
）：

『
呂
氏
春
秋
』
和
生
命
哲
學
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・
申
鎭
植
（
仁
川
大
學
敎
授
）：

『
東
醫
寶
鑑
』

生
命

究

・
尹
志
華
（
中
央
民
族
大
學
敎
授
）：

代

士

生
命
哲
學

思
想

探

第
二
部
（

究
發
表
）

司
會

山
直
樹
（
千
葉
大
學
）・
尹
志
華
（
中
央
民
族
大
學
）

・
車

錫
（
東
方

大
學
院
大
學
校
敎
授
）：

『

世

菩
薩
妙
應

示
現
濟
衆
甘
露
』
中

生
命

重
思
想

・
謝
路
軍
（
中
央
民
族
大
學
敎
授
）：
佛

生
命
哲
學
之
比
較

・
長
谷
川

哉
（
親
鸞
佛
敎
セ
ン
タ
ー

究
員
）：

論
井
上
圓
了
對

論
哲
學

接

・
車

根
（
大

宗
敎

究

副

長
）：
大

眞
理
會

相

生
生
態
論：

圍
繞
理
論
論

議

八

十
二
日

午

第
三
部
（

究
發
表
）

司
會

車

根
（
大

宗
敎

究

副

長
）・
嶽

坤

（
北
京
大
學
外
國
語
學
院
助
理
敎
授
）

・
謝
淸
果
（
厦
門
大
學
副
敎
授
）：

敎

生
社
會
論

・
二
ノ
宮
聰
（
關
西
大
學
非
常

師
）：

『
封
神
演
義
』
中

生

命
・
劉
麗
嬌
（
湖
南
大
學

師
）：

淺
析
淸
澤
滿
之

生
命
哲
學

・
李

聰
（
中
央
民
族
大
學
博
士
課

）：

論
儒
釋

胎
敎
胎

中

生
命
哲
學

融
合

總
合
討
論
・
閉
會
式

以
下
、
各
發
表

の
發
表

容
を

に
紹
介
す
る
。

樓
宇
烈
氏
は
、

代
に
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
哲
學
」
と

い
う
新
た
な

念
が
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
い
か
に
結
び
つ
き
定
着

し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
う
し
て
形

さ
れ
た
新
た
な
思
想

枠
組

み
の
中
で
、
い
か
に
生
命
を
讀
み
解
き
、
解
釋
し
て
い
く
べ
き
か

べ
た
。

蜂
屋

夫
氏
は
、『
老
子
』
河
上
公

の
第
一

か
ら
第
二
十

に
散
見
す
る
「

慾
」
と
い
う
言
葉
が
河
上
公

の
大
き
な
特

の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、

家

君

が
自
然
長
生

の

、
つ
ま
り
「
常
の

」
を
行
う
た
め
に
は
な
に
よ
り
も

慾

の
除
去
が
必

で
あ
る
と

べ
る
。
こ
の

は
無
爲
に
よ
る

神

の
事
で
あ
り
、
心
構
え
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

慾
の

體
例
と
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し
て
三
十
二

と
五
十

の
河
上
公

を
取
り
上
げ
、
河
上
公
が

い
か
に
『
老
子
』
を
解
釋
し
た
か
に
つ
い
て

べ
た
。

T
erry

F
K
leem

a
n

氏
は
、

代

敎
の
發
展
と
張
天
師
の

關
り
に
つ
い
て
、
靈
寶
經
に
み
ら
れ
る
儀
式
を
中
心
に
考
察
し
た
。

中
で
も
『

育
衆
生
妙
經
』
に
見
ら
れ
る
災
異

念
を
中
心
に
、

善
行
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
善
果
や

行
に
よ
り
お
と
ず
れ
る

報
を

け
る
た
め
の
儀
禮
に
つ
い
て

べ
た
。
そ
し
て
こ
う
し

た
儀
禮
の

立
に
は
身
分
の
高
い

士
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た

徐
永
大
氏
は
、
古
代
韓
國
と
く
に
新
羅
滅

ま
で
の
九
三
五
年

以

に
時
代
を
區
切
り
、
生
命
の
誕
生
と
い
う
テ
ー
マ
に
對
し
て
、

生
命
誕
生
の
充
分
條
件
・
生
命
誕
生
の
豫

・
生
命
の
轉
生
と
い

う
三
つ
の

點
か
ら
考
察
し
、
こ
う
し
た
思
想
に
は
佛
敎
の
影

が
大
き
い
と

べ
た
。

石
窓
氏
は
、『

德
經
』
第
六

の
「
谷
神
妙
用
」
に
着
目

し
、
ま
ず
は
「
谷
」
と
「
谷
神
」
の
字
義

解
釋
を
行
い
、「
玄

牝
」
と
の
關
係
を

べ
た
。
さ
ら
に
「
玄
牝
」
と
「
天
地
根
」
と

を
解
釋
す
る
に
あ
た
り
南

の
兪

「
玄
牝
之
門
賦
」
を
引
き
つ

つ
、

丹
修

の

點
か
ら
人
々
の
日
常
の
修

を
例
に

げ
、

我
々
が
目
指
す
べ
き
健
康
長
壽
の
實

に
つ
い
て

べ
た
。

山
直
樹
氏
は
、『
呂
氏
春
秋
』「
本
生

（
孟
春
紀
）」
や

「
貴
生

（
仲
春
紀
）」
な
ど
「
生
」
を

題
と
す
る
各

が
『
呂

氏
春
秋
』
の
構

上
、
如
何
な
る
位
置
づ
け
に
あ
る
か
を

討
し
、

そ
こ
か
ら
『
呂
氏
春
秋
』
に
見
ら
れ
る
生
命

を

討
し
た
。
こ

う
し
た
生
命

は
楊
朱
ら
の
爲
我

義

思
想
に
由
來
し
つ
つ
も
、

自
己
と
萬
物
の
生
命
を

續

に
捉
え
る

體
論

生
命

形

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
の
生
命

の
特

で
あ
る
快

や
贅
澤

の

求
が
、
か
え
っ
て
生
命
に
と
っ
て

と
な
り
う
る
こ
と
も

體

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

申
鎭
植
氏
は
、

鮮
王

中
期
の
一
六
一
〇
年
に
完

し
た
許

浚
『
東
醫
寶
鑑
』
に
見
ら
れ
る
生
命

に
つ
い
て
、「
生
命
の

源
」、「

・
氣
・
神
生
命
論
」、「

丹
論
」
と
い
う
三
つ
の

點

か
ら

討
し
た
。
從
來
の
韓
國
の
治
療
醫

は
中
國
醫
學
に

い

影

を
受
け
て
い
た
が
、『
東
醫
寶
鑑
』
の
登
場
に
よ
り

生
醫

學

と
い
う
韓
國
醫
學
獨
自
の
醫

が
形

さ
れ
る
。
そ
し
て

「

景

」
の
「
身
形

腑
圖
」「
身
形
」「

」「
氣
」「
神
」
と
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い
う
『
東
醫
寶
鑑
』
の
中
心

念
に
つ
い
て

討
し
た
。

尹
志
華
氏
は
、

代
の

士
・

の

作
で
あ
る
『
玄
綱

論
』『
神
仙
可
學
論
』『
形
神
可
固
論
』
に
見
ら
れ
る
生
命
哲
學
思

想
を

討
す
る
こ
と
で
、

敎
信
仰
理
論
の
一
端
を
考
察
し
た
。

そ
し
て

代
の
外
丹
や

丹

藥
を
重

す
る
社
會

雰
圍
氣
の

中
に
あ
っ
て
、

は

氣
神
の
修

に
よ
り
長
生

仙
へ
と
至

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
し
、

が
唱
え
た
こ
う
し
た

理
論
が

末
五
代
に
な
り

丹

の
隆

に
影

を
與
え
た
と

べ
た
。

車

錫
氏
は
、
高
宗
九
年
（
一
八
七
二
）
に
結

さ
れ
た
佛
敎

系
結
社
で
あ
り
、

を
信
仰
對

と
す
る
妙

社
の
生
命

重

思
想
に
つ
い
て
發
表
し
た
。
こ
の
時
代
は

鮮
王

末
期
に
あ
た

り
、
儒
敎
を
中
心
と
す
る
國
家
制
度
に
限
界
が
見
え
始
め
る
中
、

佛
敎
は
徐
々
に
新
た
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
妙

社
は
在
家
居
士
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。
一
八
七
二
年
の

結

後
、
四
年

に
わ
た
り
七
回
の
法
壇
と
十
一
回
の
衆
生

法

を
各
地
で
實
施
し
、
そ
の

容
が
ま
と
め
ら
れ
一
八
七
七
年
頃
に

立
し
た
の
が
『

世

菩
薩
妙
應
示
現
濟
衆
甘
露
』（『
濟
衆
甘

露
』）
で
あ
る
。
發
表
で
は
『
濟
衆
甘
露
』
に
見
ら
れ
る
不

生

や
萬
物
平
等
思
想
な
ど
を
從
來
の
佛
敎
經
典
と
比
較
し
た
。
そ

し
て
『
濟
衆
甘
露
』
の
思
想
は
、
法
華
一
乘
思
想
や
華
嚴
性

論

の
影

を
受
け
、
萬
物
の

貴
や
生
命

嚴
の
顯
彰
と
い
う
從
來

の
佛
敎
思
想
を
受
け

ぎ
つ
つ

立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

謝
路
軍
氏
は
、

敎
と
佛
敎
の
生
命
に
對
す
る

識
の

い
を

識
態
度
の

い
・

能
動
性
・

體

修

法
の
三
方
面
か

ら

討
し
た
。

に
佛
敎
と

敎
そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
哲
學
理
論

に
つ
い
て
考
察
し
、
佛
敎
は
現
世
で
の
修
行
を
重

す
る
と
共
に
、

來
世
へ
の
轉
生
を
よ
り
重
ん
じ
、
現
世
で
の
生
は
來
世
の
た
め
の

修

で
も
あ
る
と
、
生
命
の
循
環
に
價
値
を
重
ん
じ
る
の
に
對
し
、

敎
で
は
修

に
よ
り
長
生
を
得
て
個
體
と
し
て
の
生
命

質
を

高
め
る
と
い
う
現
世
で
の
生
の
價
値
を
重
ん
じ
る
と

べ
た
。
そ

こ
か
ら
佛
敎
と

敎
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想

差
異
を

討
す
る
こ
と

で
、
生
命
に
對
す
る

識
の
特

を

べ
た
。

長
谷
川

哉
氏
は
、

治
中
期
の
東
京
大
學
で
佛
敎
形
而
上
學

が
形

さ
れ
る
際
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の

論
哲
學

が
與
え
た
影

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
井
上
圓
了
を
例
に
、
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十
九
世
紀
に
お
け
る
新
し
い
生
命
思
想
と
し
て
の

論
哲
學
が
、

東
ア
ジ
ア
の
傳
統
で
あ
る
大
乘
佛
敎
と
結
び
附
け
ら
れ
、

代

な
宗
敎
思
想
と
し
て

構
築
さ
れ
る

に
つ
い
て

討
し
た
。

車

根
氏
は
、
生
態
學
と
い
う

點
か
ら
生
命
（
人

）
と
自

然
の
關
係
に
着
目
し
た
。
そ
し
て
宗
敎

解
釋
・
宗
敎
と
生
態

學
・
深

生
態
學
か
ら
相
生
生
態
學
と
い
う
三
つ
の

點
に
基
づ

き
、
東
ア
ジ
ア
宗
敎
、
特
に
韓
國
宗
敎
に
お
け
る
生
命
と
自
然
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
、
生
命
と
自
然
の
關
係

に
對
す
る
思
想
は
古
來
よ
り

々
に
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ

ら
の
思
想
は
現
代
社
會
に
お
い
て
は
十
分
に
實

さ
れ
て
い
な
い

と

べ
た
。

謝
淸
果
氏
は
、

敎
で
長
く
續
け
ら
れ
て
き
た

生
の
實

に

お
い
て
構
築
さ
れ
て
き
た

敎

生
社
會
論
に
つ
い
て
發
表
し
た
。

こ
れ
は

年

壽
や
羽

登
仙
を
目
標
と
す
る
修

に
お
い
て
、

體

實

だ
け
で
は
な
く
、

神
面
つ
ま
り
理
論
面
も
大
い
に

發
展
し
て
き
た
。
こ
の
理
論
を

敎

生
社
會
論
と
名
附
け
た
。

そ
し
て

敎

生
社
會
論
の
中
で
構
築
さ
れ
て
き
た
、
理
想

社

會
モ
デ
ル
、
理
想

社
會
統
治

念
と
い
っ
た
生
存
理
論
體
系
に

關
し
て
「
太
平
世
」
を
實
現
す
る
た
め
の

敎

解
釋
を

討
し

た
。二

ノ
宮
は
、

代
の
小

『
封
神
演
義
』
に
登
場
す
る

々
な

神
仙
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
の
言
葉
や
行
動
の
中
に
み
ら
れ
る

敎

素
を

討
し
た
。『
封
神
演
義
』
に
は

敎
に
關

の
あ
る

仙
人
が
多
く
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
小

の
脚
色
の
た
め
に
か

本
來
の

敎
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る

容
も
多
々
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
發
表
で
は
仙
人
の
生
死

に
關
す
る
場
面
に
着
目
し
、
そ

こ
に
反
映
さ
れ
る
思
想

差
異
に
つ
い
て

討
し
た
。

劉
麗
嬌
氏
は
、

代
日
本
の

名
な
佛
敎
思
想
家
で
あ
る
淸
澤

滿
之
を
取
り
上
げ
、

代
と
い
う
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

淸
澤
の
宗
敎
思
想
體
系
が
い
か
に
構
築
さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
。

考
察
は
、
存
在
論
・
超
越
論
・
實

論
の
三
方
面
か
ら
行
っ
た
。

そ
し
て
淸
澤
は
哲
學

手
法
を
用
い
て
構
築
を
試
み
た
が
、
構
築

し
た
考
え
は
宗
敎

分
野
に

屬
し
て
い
た
こ
と
、
生
命
哲
學
理

論
は
佛
敎
思
想
の

現
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
淸
澤
の
思
想
體
系
は
結
果
と
し
て
哲
學
で
は
な
く

代
宗
敎

思
想
改
革
の
中
に
位
置
づ
け
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
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こ
と
に
つ
い
て

べ
た
。

李

聰
氏
は
、

敎
・
儒
敎
・
佛
敎
の
三
敎
の
胎
敎
と
胎

に

關
す
る
思
想
に
つ
い
て
各
々
考
察
し
た
。
考
察
に
よ
り
儒
敎
で
は

胎
敎
、
佛
敎
で
は

胎
、

敎
で
は
安
胎
を
重

し
て
い
る
も
の

の
、
互
い
に
共

す
る
思
想
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
佛
敎
と

敎

の
生
命
哲
學
は
儒
敎
か
ら
大
き
く
影

を
受
け
つ
つ
發
展
し
て
き

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

總
合
討
論
で
は
、
姜
敦
求
氏
が
各
發
表
に
對
す
る
レ
ビ
ュ
ー
を

行
う
と
と
も
に
、
發
表

に
對
し
て
質
問
や
今
後
の

究
展

に

つ
い
て
訊
ね
た
。
そ
し
て

後
に
、

年
の
學
會
は
テ
ー
マ
や
分

野
が
細
分

さ
れ
て
い
る
た
め
、
限
定

な
議
論
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
一
つ
の
テ
ー
マ
に
複
數
の

究
分
野
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
を
し
、
廣
い

點
か
ら
の
議
論
を
重
ね
る
事
も
必

で
は
な

い
か
と
締
め
く
く
っ
た
。
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